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【目的】将来、管理栄養士として調理施設等の現場で指導的立場に立つ学生の衛生意識を高めるため、
簡単に手の洗い残しの有無を調べることができる手洗い試験を実施し、その教育効果を検証した。 
【方法】ハンドソープの使用の有無と洗浄時間の違う条件を設定し、ヨウ素デンプン反応を利用した手
洗い試験とハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験を実施した。 
【結果】ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い試験において、手掌部と手背部、手首のすべてで、ハン
ドソープを使用せずに洗浄したときよりもハンドソープを使用して洗浄したときのほうが汚れを除去
できること、時間をかけて丁寧に手洗いを行ったほうが汚れを除去できることが明らかとなった。ま
た、ハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験により、通常は目に見えない細菌を実際にコロニーとし
て確認することで、学生に手洗いの必要性を強く認識させることができた。 
【結論】手洗い試験を通して、学生の衛生意識を高めることができた。本試験の内容を含む食品衛生学
実験を受講した学生が、将来、管理栄養士として従事するとき、現場の理従事者の衛生意識を高める指
導を行うことが期待される。 
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【短報】 
食中毒の発生を防止するためには、管理栄養士はも
ちろんのこと、食品の製造や調理等に従事している
人々（以下、調理従事者ら）が感染防止に努めると
ともに、手洗いの意義を十分に理解し、徹底した手
洗いを励行することが極めて重要である１）。しかしな
がら、食品の調理・製造に関わる調理従事者らの中
には衛生意識が身についている者だけが従事してい
るとは限らない。実際に、過去には手洗いが不十分
であったために発生した食中毒事例も報告されてい
ることから１）、管理栄養士は現場で指導的立場に立
ち、調理従事者らの衛生意識の向上に努めなければ
いけない。しかしながら、衛生意識が身についてい
ない調理従事者に、一方的に衛生に関する知識を詰
め込むだけで衛生意識を身につけさせることは極め
て難しいと考える。 
実際に、管理栄養士を目指す学生の中にも、授
業の中で衛生に関する知識を得る機会があって
も、なぜそこまで手洗いが大切なのかを理解でき
ない者も見受けられ、すべての学生の衛生意識が
高いとは言い切れない状況がある。そこで、視覚
的に手洗い技法の判定ができれば、学生だけでな
く、調理従事者の衛生意識の向上につながるので
はないかと考えた。手洗い技法の判定によく用い
られるヨードデンプン反応による手洗い試験や寒
天培地を用いた試験は、子どもでも簡単に手の汚
れの洗い残しの有無を調べることができる方法で
ある 2）。本研究では、保健実験大図鑑に記載され
ている「手の洗い残しを調べる実験」の内容 2）を
一部改編して手洗い試験を実施し、試験の結果を
まとめて提出したレポートより教育効果を検証し
た。 
 
I. 緒言  
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Ⅱ. 方法 
１. 対象者 
対象者は、食品衛生学実験を受講している米沢栄養
大学健康栄養学部の 2年生 45 名であった。 
 
２. 材料 
実験材料として、デンプン溶液、ヨード液、ハン
ドスタンプ培地、消毒用アルコールを準備した。 
・デンプン溶液：水 400mL をガスコンロの弱火にか
け、加熱した。市販の片栗粉大さじ 2 杯を水 50mL
に加えてよく混ぜ、加熱した水に少しずつ加え、の
り状になるまでかき混ぜた。 
・ヨード液：水 1L に希ヨードチンキ（日興製薬）
10mL を加えてかき混ぜた。 
・ハンドスタンプ培地：標準寒天培地（日水製薬株
式会社）を用いた。 
・消毒用アルコール：市販のスプレータイプの消毒
用アルコールを用いた。 
 
３. 方法 
１) ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い試験 
まず、デンプン溶液を両手全体と手首にまんべ
んなくすり込み、乾燥させた。これを菌が付着し
た状態と仮定し、つづいてそれぞれの条件（表 1）
で手洗いを行った。ハンドソープを用いずに 10
秒間洗浄（条件 3）、ハンドソープを用いずに 30
秒間洗浄（条件 4）、ハンドソープを使用して 30
秒間洗浄（条件 7）の 3条件での手洗い試験は 45
人全員が行い、これらの他に学生が各自で考えた
条件での手洗い試験を行った。学生が各自考えた
条件を洗浄時間とハンドソープ使用の有無によ
り、未洗浄（条件 1：選択者 3 人）、ハンドソー
プを用いずに 10 秒間以下洗浄（条件 2：選択者
10 人）、ハンドソープを用いずに 30 秒間以上洗
浄（条件 5：選択者 7 人）、ハンドソープを用い
て 10 秒間以下洗浄（条件 6：選択者 2人）、ハン
ドソープを用いて 30 秒間以上洗浄（条件 8：選
択者 23 人）に分類した。手洗いを終えた学生か
らヨード液に両手全体と手首を 5秒間浸した。ヨ
ード液から手を出し、手掌部、手背部、手首に呈
色が見られるかどうかを確認した。呈色反応が有
る場合、付着させたデンプンを手洗いで落としき
れなかったことになる。そこで、呈色反応があ 
る者を不合格者、呈色反応が無い者を合格者とした。
また、それぞれの手洗い条件における合格者数を計
数し、合格率を求めた。呈色反応の判定結果は指（手
掌側）・手掌部・指（手背側）・手背部・手首の 5 つ
の部位ごとに行い、合格率を計算した。 
 
表１. ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い試験の条件 
手洗い方法 
条件１(n=3) 未洗浄 
    条件２(n=10) １０秒間以下洗浄（ハンドソープ不使用）
条件３(n=45) １０秒間洗浄（ハンドソープ不使用） 
条件４(n=45) ３０秒間洗浄（ハンドソープ不使用） 
条件５(n=7) ３０秒間以上洗浄（ハンドソープ不使用）
条件６(n=2) １０秒間以下洗浄（ハンドソープ使用） 
条件７(n=45) ３０秒間洗浄（ハンドソープ使用） 
条件８(n=23) ３０秒間以上洗浄（ハンドソープ使用） 
 
２) ハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験 
まず、手洗いを行わずにハンドスタンプ培地に手
掌を軽く押し付けた後、48 時間培養した。次に、そ
れぞれの条件（表 2）で手洗いを行い、同様にハンド
スタンプ培地に手のひらを軽く押し付けたのち、48
時間培養した。ハンドソープを用いて洗浄（条件 1）
での手洗い試験は 45 人全員が行い、未洗浄の手指に
アルコール消毒を実施（条件 2選択者：12 人）、ハン
ドソープを用いて洗浄後アルコール消毒を実施（選
択者 13 人：条件 3）の 2条件での手洗い試験は任意
で実施した。それぞれの培地を 48 時間培養後、発育
コロニー数を計数した。手洗いの前後でコロニー数
がどのように変化するかを観察し、洗浄後の生育コ
ロニー数が洗浄前よりも減少している者の数と洗浄
後の生育コロニー数が洗浄前よりも増加している者
の数を計数し、比率を求めた。 
 
表２. ハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験の条件 
手洗い方法 
A       条件Ａ ハンドソープを使用して洗浄 
   条件Ｂ 未洗浄+アルコール消毒 
C       条件Ｃ ハンドソープを使用して洗浄 
+アルコール消毒 
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Ⅲ. 結果 
１）ヨウ素デンプン反応による手指の呈色 
ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い試験の判
定結果を図 1、図 2、図 3に示した。 
図１Aでは、指（手掌側）における手洗い試験の
合格率は、条件 1 で 0％（3 人中 0 人）条件 2 で
0％（10 人中 0人）、条件 3で 20％（45 人中 9人）、
条件 4で 53％（45 人中 24 人）、条件 5 で 57％（7
人中 4 人）、条件 6 で 50％（2 人中 1 人）、条件 7
で 96％（45 人中 43 人）、および条件 8で 91％（23
人中 21 人）となった（図 1A）。 
手掌部における手洗い試験の合格率は、条件1で
0％（3人中 0人）、条件 2 で 0％（10 人中 0人）、
条件 3で 42％（45 人中 19 人）、条件 4で 78％（45
人中 35 人）、条件 5で 71％（7人中 5人）、条件 6
で 100％（2人中 2人）、条件 7で 98％（45 人中 44
人）、条件 8で 96％（23 人中 22 人）となった（図
1B）。 
 
図１. ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い 
試験の結果（手掌） 
 
指（手背部側）における手洗い試験の合格率は、
条件 1 で 0％（3 人中 0 人）条件 2 で 10％（10 人
中 1 人）、条件 3 で 4％（45 人中 2 人）、条件 4 で
9％（45 人中 4人）、条件 5で 29％（7人中 2人）、
条件 6 で 50％（2 人中 1 人）、条件 7 で 60％（45
人中 27 人）、条件 8 で 87％（23 人中 20 人）とな
った（図 2A）。 
手背部における手洗い試験の合格率は、条件1で
0％（3人中 0人）、条件 2で 30％（10 人中 3人）、
条件 3で 44％（45 人中 20 人）、条件 4で 80％（45
人中 36 人）、条件 5で 86％（7人中 6人）、条件 6
で 100％（2 人中 2 人）、条件 7 で 100％（45 人中
45 人）、条件 8 で 96％（23 人中 22 人）となった
（図 2B）。 
 
 
図２. ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い 
試験の結果（手背） 
 
手首における手洗い試験の合格率は、条件 1 で 0％
（3 人中 0 人）条件 2 で 20％（10 人中 2 人）、条件 3
で 36％（45 人中 16 人）、条件 4 で 71％（45 人中 32
人）、条件 5で 71％（7人中 5人）、条件 6で 100％（2
人中 2人）、条件 7で 96％（45 人中 43 人）、条件 8で
96％（23 人中 22 人）となった（図 3）。 
 
図３. ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い 
試験の結果（手首） 
 
２）ハンドスタンプ培地の生育コロニー数の判定 
ハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験の結果を
図 4に示した。 
洗浄後の生育コロニー数が洗浄前よりも減少してい
る者の比率は、条件 1で 84％（45 人中 38 人）条件 2
で 33％（12 人中 4人）、条件 3で 54％（13 人中 7人）
となった（図 4）。 
   
図４. ハンドスタンプ培地を用いた手洗い 
試験の結果 
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Ⅳ. 考察 
本研究では、ヨウ素デンプン反応を利用した試験
およびハンドスタンプ培地を用いた試験により、手
の汚れを除去するのに適切な手洗い条件の検証を行
った。その結果、ヨウ素デンプン反応を利用した手洗
い試験において、指（手掌側）と手掌部の試験結果（図
1）、指（手背側）と手背部の試験結果（図 2）、手首
の試験結果（図 3）のすべてで、ハンドソープを使用
せずに洗浄したときよりもハンドソープを使用して
洗浄したときのほうが、合格率が高いことと、時間を
かけて丁寧に手洗いを行ったほうが、合格率が高い
ことが明らかとなった。学生のレポートからも、ハン
ドソープを使用し十分な時間をかけて衛生的手洗い
を行うことが重要だということに気づいたという感
想が多数あり、ハンドソープの使用の有無と洗浄時
間の変化による対照実験の教育効果が高かったこと
が示唆された。条件 7 と条件 8 の合格率を比較する
と、条件 8 のほうが、合格率が低くなっている事例
が見受けられたが、これは条件 7 と条件 8 の母数の
違いからくるものであると考えられた。また、条件 8
の不合格者は条件 7 でも不合格であり、個人の手洗
い技法の癖により洗浄時間を長くしても汚れを除去
しきれなかった可能性が考えられるが、対照実験を
行ったからこそ明らかになった点といえる。そして、
このような経験が、個々の手洗い技法の癖を知り、正
しい手洗い技法を習得するきっかけとなったよう
だ。 
爪部分は汚れを除去するのが難しいといわれてい
るが 3),4) 、本試験結果においても、爪を含む手背部側
の指部分は他の部位よりも汚れが落ちにくいという
ことが明らかになった。爪部分の汚れを落とすため
に、爪ブラシを使用することが効果的だという報告
があり 5）、実際に本学の給食経営管理実習でも爪ブ
ラシを使用して手洗いを行っている。学生のレポー
トより、本試験を通して、なぜ爪ブラシを使う必要が
あるのかを視覚的に理解できた学生が多かったこと
が明らかとなった。 
さらに、ハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験
により、通常は目に見えない細菌を実際にコロニー
として確認することで、学生に手洗いの必要性を強
く認識させることができた。 
 
本試験では、手洗いの方法や時間、消毒について細
かい条件設定を行わなかったため、どのような条件
で手洗いを行うのが最も適切かという特定には至ら
なかったが、ハンドソープを用いて適切な方法で手
洗いを行うことで細菌数を減らすことができること
を実際に目で確認できた。手洗い時の石鹸の泡の中
には多数の細菌が存在しており、石鹸による泡立て
時間が長いほど手指表面の細菌数が増加するという
報告もある 6）。本試験の結果でも、手洗い後にコロニ
ー数が増加する事例が見受けられたことから、すす
ぎにしっかりと時間をかけて細菌を除去することが
重要だと考えられる。 
 
Ⅴ. 結論 
ヨウ素デンプン反応を利用した手洗い試験、およ
びハンドスタンプ培地を用いた手洗い試験により、
学生に手洗いの大切さを理解させることができた。
また実験を通して、学生の衛生意識を高めることが
できた。本試験の内容を含む食品衛生学実験を受講
した学生が、将来、管理栄養士として従事するとき、
現場の従事者の衛生意識を高める指導を行うことが
期待される。 
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